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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 

自動車利用を前提としたライフスタイルが定着し

た現在，自動車から発生する大気汚染や自動車の走行

に伴う騒音・振動などの都市環境の悪化は，大都市圏

に限らず，公共交通機関が十分に整備されていない地

方都市においても同様の問題となっている． 

 本研究では，時々刻々と変化する交通状況をより詳

細に把握するためのシミュレーション型広域配分モデ

ルを用いて交通量を推計し，この交通状況から二酸化

窒素濃度を推計することのできるモデルを構築する．

これらのモデルを用いてシミュレーションを行い，自

動車交通の時間的な分布特性が二酸化窒素濃度に及ぼ

す影響について分析を行う． 

 

２．シミュレーション型広域配分モデル２．シミュレーション型広域配分モデル２．シミュレーション型広域配分モデル２．シミュレーション型広域配分モデル 
 シミュレーション型広域配分モデルは，以下のよう

な理由を背景として構築したものである． 

①交通政策の中には時差出勤のように政策の実施状況

を時間の経過とともに追跡しなければ，その効果を

把握できないものが存在する． 

②今後の都市環境問題に対応するために，交通量の時

間的な分布特性が都市環境に及ぼす影響を把握する

ことのできるモデルを構築する必要がある． 

 シミュレーション型広域配分モデルは，10分間隔の

出発時刻で集計した OD表を順次ネットワーク上に流

すことで実現している．10分の単位時間内でネットワ

ーク上のすべての車群を移動させた後，各リンクの車

両密度を計算し，これに基づいて速度修正を行い，次

の時刻帯に出発する OD交通量の最短経路を探索する．

これらのフローを繰り返して 1日の交通状況をシミュ

レートするモデルであり，Output dataは，10分間隔で

推計したリンク別車種別交通量およびリンク別走行速

度である． 

３．現況再現性の検証３．現況再現性の検証３．現況再現性の検証３．現況再現性の検証 

本研究では，徳島都市圏を研究対象地域とし，交通

量データは，平成 11年度道路交通センサス調査におけ

る自動車 OD調査データを用いる．また，現況再現性

は，国道 11号バイパスに架かる吉野川大橋を含む道路

区間で検証する．これは，道路区間が，道路交通セン

サスにおける徳島市2区と徳島市10区の2つのゾーン

を往来する路線であり，内内交通が発生せず，内内交

通を考慮しない本モデルに適しているためである． 

 本モデルを用いて推計した交通量（推計値）および

平成 11 年度道路交通センサス調査において集計され

た交通量（実測値）とを比較したものを図－１に示す．

なお，比較の際，入手可能な実測値は午前 7時から午

後７時までの 1時間ごとの値のみであったため，10分

間隔の推計値を，1時間ごとの推計値に集計した． 

 図－１ 時間帯別交通量（午前 7時～午後 7時） 

 

 図－１をみると，朝の 7 時台と夕方の 17 時および

18時台において，交通量を過大に推計している傾向が

みられるが，全体としては，交通量の時間的な分布特

性を概ね表現していることがわかる．また，推計値お

よび実測値の相関係数は 0.852 と高い．これらのこと

から，本モデルを用いて推計した交通量を用いて，自

動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響を推計するこ

とのできるモデルを構築することとする． 
 

キーワード：都市交通政策，環境影響評価 
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４．自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響４．自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響４．自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響４．自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響 

４－１４－１４－１４－１    二酸化窒素濃度推計モデ二酸化窒素濃度推計モデ二酸化窒素濃度推計モデ二酸化窒素濃度推計モデルルルル 

大気汚染の推計項目は二酸化窒素濃度とし，推計

の際，必要となる交通条件および道路条件としては，

リンク別車種別交通量，走行速度，車道幅，車線数

などである．これらの値は，すべて，シミュレーシ

ョン型広域配分モデルによって推計されている． 

また，風向データなどの気象データが手に入らな

かったため，風の影響を考慮しないパフモデルを用

いて，二酸化窒素濃度を推計する．なお，汚染物質

が放出されてから濃度が一定となるまでの時間（拡

散時間）を 1 時間とする．このため，シミュレーシ

ョン型広域配分モデルにより推計された10分間隔の

交通量を用いて二酸化窒素濃度を推計する場合，推

計時刻の１時間前までの交通量を集計し，二酸化窒

素濃度推計モデルに反映させる必要がある． 

図－２ 二酸化窒素濃度推計モデルの概要 

 

４－２４－２４－２４－２    自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響自動車交通が二酸化窒素濃度に及ぼす影響 

シミュレーション型広域配分モデルを用いて推計

された交通条件を Input dataとして，二酸化窒素濃度

推計モデルを用い，自動車交通が二酸化窒素濃度に

及ぼす影響についてシミュレーションを行った．二

酸化窒素濃度の推計結果を図－３に示す． 

図－３ 時間帯別二酸化窒素濃度（10分間隔） 

 図－３をみると，通勤時間帯と考えられる，午前 6

時 30 分の二酸化窒素濃度 0.016（ppm）から午前 8

時 40分の二酸化窒素濃度 0.036（ppm）までの急激な

変化を詳細に把握することができる．これは，10分

間隔で推計した交通量を用いて，二酸化窒素濃度を

推計した本モデルの特徴であるといえる．また，通

勤時間帯に比べ，帰宅時間帯の二酸化窒素濃度は低

く，0.022（ppm）から 0.024（ppm）までの値を緩や

かに推移している．このことから，通勤トリップに

比べ，帰宅トリップは分散しており，帰宅時間帯に

おける時間交通量（台/10min）の変動は緩やかであ

ると考えることができる． 

これまで，二酸化窒素濃度を推計することのでき

るモデルは，単位時間を 1 時間として推計している

ものが主であったため，時差出勤のような交通政策

の実施状況を時間の経過とともに追跡し，効果を把

握することに十分対応しきれていなかった．しかし

ながら，自動車交通の時間的な分布特性を考慮した

二酸化窒素濃度推計モデルを用いることによって，

都市交通政策の実施が二酸化窒素濃度に及ぼす影響

について分析し，評価することができる． 

 

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに 

 本研究では，時々刻々と変化する交通状況をより

詳細に把握するためのシミュレーション型広域配分

モデルおよび二酸化窒素濃度推計モデルを用いてシ

ミュレーションを行い，自動車交通が二酸化窒素濃

度に及ぼす影響について分析を行った．その結果，

自動車交通の時間的な分布特性が二酸化窒素濃度に

及ぼす影響を把握することができた． 

また，課題として，今後の都市環境問題に対応す

るために，大気汚染だけでなく，自動車交通から発

生する騒音・振動といった他の都市環境を推計する

ことのできるモデルを構築することが必要である． 
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